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  （百万円未満切捨て）

１．2019年３月期第１四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年３月期第１四半期 718 － 119 － 119 － 78 － 

2018年３月期第１四半期 － － － － － － － － 
 
（注）包括利益 2019年３月期第１四半期 79 百万円 （－％）   2018年３月期第１四半期 － 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年３月期第１四半期 14.50 14.39 

2018年３月期第１四半期 － － 

（注）2018年３月期第３四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、2018年３月期第１四半期の数値及び対前
年同四半期増減率については記載しておりません。 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2019年３月期第１四半期 3,146 2,667 84.2 

2018年３月期 3,188 2,637 82.1 
 
（参考）自己資本 2019年３月期第１四半期 2,649 百万円   2018年３月期 2,619 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年３月期 － 10.00 － 10.00 20.00 

2019年３月期 －        

2019年３月期（予想）   10.00 － 10.00 20.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 1,400 － 140 － 138 － 90 － 16.59 

通期 3,100 5.6 532 5.7 530 5.4 345 8.8 63.57 

（注）1．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

2．2018年３月期第３四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、第２四半期（累計）の対前年同四半期

増減率については記載しておりません。 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は、添付資料６ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注

記事項」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年３月期１Ｑ 6,888,800 株 2018年３月期 6,888,800 株 

②  期末自己株式数 2019年３月期１Ｑ 1,459,116 株 2018年３月期 1,469,116 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期１Ｑ 5,420,783 株 2018年３月期１Ｑ 5,378,084 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料２ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 

決算補足資料は2018年８月10日（金）に当社ウェブサイトに掲載いたします。 

（日付の表示方法の変更） 

「2019年３月期 第１四半期決算短信」より日付の表示方法を和暦表示から西暦表示に変更しております。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界的な貿易摩擦や原油価格高騰などの懸念材料はあるもの

の景気全体は底堅く、企業の堅調な設備投資や良好な雇用環境を受けて緩やかな景気回復が続いています。 

 当社の創業事業である乗換案内サービスは、日常生活での人々の移動をサポートする、利用頻度の高いサービス

として世の中に広く定着しており、サービスの成熟期を迎えつつも、底堅い需要が継続しております。また、「働

き方改革」に代表されるような、企業の生産性向上・業務効率化ニーズは、ますます高まりを見せております。

 このような状況下、当社グループは、法人の業務効率化ニーズの高まりや移動手段の多様化などの市場動向に対

応する分野を成長領域と設定し、新たな成長領域の開拓により収益基盤の強化・多様化を行うべく、事業展開を進

めてまいりました。また、2017年11月に子会社化した株式会社ビジネストラベルジャパンとともに、引き続き法人

向け事業セグメントの強化を進めてまいりました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は718,266千円、営業利益は119,460千円、経常利益は

119,367千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は78,621千円となりました。

 

 セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①コンシューマ向け事業

 コンシューマ向け事業につきましては、乗換案内月額課金サービスは、売上高は減少傾向ながらも積極的なプロ

モーションによる減収抑制により底堅く推移しており、トラベル事業は、商材拡充及び申込サイト改修による利便

性向上により大幅に伸長しました。その結果、売上高は499,042千円、セグメント利益は131,475千円となりまし

た。

②法人向け事業

 法人向け事業につきましては、ＡＳＰ・ライセンスビジネスは、新規顧客等からのスポット案件獲得が好調であ

り、また、ＢＴＭ（ビジネストラベルマネジメント）分野も含め、既存顧客との取引も堅調に推移しました。その

結果、売上高は219,223千円、セグメント利益は71,155千円となりました。

 

（注）前第３四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期連結累計期間との比

較分析は行っておりません。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は2,771,357千円となり、前連結会計年度末に比べ31,507千円減

少しました。これは主に、売掛金の減少69,734千円、現金及び預金の増加35,648千円によるものであります。固定

資産は375,470千円となり、前連結会計年度末に比べ10,656千円減少しました。これは主に、無形固定資産「その

他」の減少6,713千円、有形固定資産の減少3,854千円によるものであります。この結果、総資産は3,146,827千円

となり、前連結会計年度末に比べ42,164千円減少しました。 

（負債） 

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は447,240千円となり、前連結会計年度末に比べ71,942千円減少

しました。これは主に、未払法人税等の減少38,049千円、買掛金の減少21,044千円、１年内返済予定の長期借入金

の減少20,000千円によるものであります。固定負債は31,654千円となり、前連結会計年度末に比べ791千円減少し

ました。これは主に、資産除去債務の減少988千円によるものであります。この結果、負債合計は478,894千円とな

り、前連結会計年度末に比べ72,734千円減少しました。 

（純資産） 

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は2,667,932千円となり、前連結会計年度末に比べ30,570千円

増加しました。これは主に、利益剰余金の増加24,424千円、自己株式の減少5,142千円によるものであります。こ

の結果、自己資本比率は84.2％となり、前連結会計年度末に比べ2.1ポイント上昇しました。 

 

（注）「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を

行っております。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2019年３月期第２四半期（累計）及び通期の連結業績予想につきましては、2018年５月15日に公表した数値から

変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：千円) 

  前連結会計年度 
(2018年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(2018年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,311,794 2,347,443 

売掛金 468,500 398,766 

仕掛品 157 730 

原材料及び貯蔵品 147 43 

その他 22,607 24,665 

貸倒引当金 △342 △292 

流動資産合計 2,802,865 2,771,357 

固定資産    

有形固定資産 57,595 53,741 

無形固定資産    

その他 144,279 137,565 

無形固定資産合計 144,279 137,565 

投資その他の資産 184,252 184,163 

固定資産合計 386,126 375,470 

資産合計 3,188,992 3,146,827 

負債の部    

流動負債    

買掛金 108,904 87,859 

1年内返済予定の長期借入金 80,000 60,000 

未払法人税等 79,714 41,665 

賞与引当金 46,049 33,840 

役員賞与引当金 25,100 － 

その他 179,414 223,875 

流動負債合計 519,183 447,240 

固定負債    

資産除去債務 11,563 10,575 

その他 20,882 21,079 

固定負債合計 32,446 31,654 

負債合計 551,629 478,894 

純資産の部    

株主資本    

資本金 291,956 291,956 

資本剰余金 300,220 300,578 

利益剰余金 2,782,836 2,807,261 

自己株式 △755,497 △750,354 

株主資本合計 2,619,515 2,649,440 

非支配株主持分 17,846 18,492 

純資産合計 2,637,362 2,667,932 

負債純資産合計 3,188,992 3,146,827 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

  (単位：千円) 

 
 当第１四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年６月30日) 

売上高 718,266 

売上原価 239,714 

売上総利益 478,551 

販売費及び一般管理費 359,091 

営業利益 119,460 

営業外収益  

受取利息 39 

未払配当金除斥益 18 

その他 1 

営業外収益合計 59 

営業外費用  

支払利息 152 

営業外費用合計 152 

経常利益 119,367 

特別利益  

資産除去債務取崩益 756 

特別利益合計 756 

特別損失  

固定資産除却損 1,412 

特別損失合計 1,412 

税金等調整前四半期純利益 118,711 

法人税等 39,443 

四半期純利益 79,267 

非支配株主に帰属する四半期純利益 646 

親会社株主に帰属する四半期純利益 78,621 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

  (単位：千円) 

 
 当第１四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年６月30日) 

四半期純利益 79,267 

四半期包括利益 79,267 

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 78,621 

非支配株主に係る四半期包括利益 646 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。 
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（セグメント情報）

当第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 

  コンシューマ向け事業 法人向け事業 計 

売上高      

外部顧客への売上高 499,042 219,223 718,266 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － 

計 499,042 219,223 718,266 

セグメント利益 131,475 71,155 202,630 

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 202,630

全社費用（注） △83,170

四半期連結損益計算書の営業利益 119,460 

（注） 全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。
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